
学令和３年度 数 学 採 点 基 準

問 題 配 点
正 答

大問 小問 小問 大問

(1) １６ ４点

(2) ４点

(3) －１２ ４点x y２ ２

(4) ２ ４点

(5) ６ ４点x ＝

(6) ９０ ４点mL

(7) －５ １ ４点x y＝ ， ＝

(8) ４点１ x ＝

(9) ４点ウ

(10) １１２ ４点n ＝

(11) ４点１０６ °

(12) ４点cm２

(13) ７２ ４点°

(14) ４点倍

(15) ４点 ３２cm
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問 題 配 点
正 答

大問 小問 小問 大問

（例）（過程）
の値が１から３までx

増加するとき， の増x
加量は，
３－１＝２
の増加量は，y

① ４点
したがって，変化の割

(1) 合は，

－２答

② ４点エ

① ３０ ２点

(2)

② ５ －２ ４点n

２
（例）
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問 題 配 点
正 答

大問 小問 小問 大問

（例）［証明］
∠Ａは共通…①
ＤＥ ＢＣより，平行線の//
同位角は等しいから，

(1) ∠ＡＢＣ＝∠ＡＤＥ…② ４点
①，②より，
２組の角がそれぞれ等しい
から，
△ＡＢＣ∽△ＡＤＥ

（例）３
① １組の対辺が平行で ４点ⓐ

その長さが等しい
(2)

② ４点ⓑ エ

(3) ８ ４点 １６cm２

点

問 題 配 点
正 答

大問 小問 小問 大問

① ４点

(1)

② ４点

４
（例）
100 +10 + ( + + )a b c a b c-

a b＝99 + 9
(2) ＝9(11 + ) ４点ア a b

11 + は整数だから，a b
9(11 + ) は９の倍数 １２a b
となる。 点
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問 題 配 点
正 答

大問 小問 小問 大問

(1) ５点cm

（例）（過程）

求める直線㋐の式を ＝ ＋ とすると，y a x b
この直線は，２点Ａ（８，０），Ｂ（２，３）を通るので，傾きは，

＝ ＝－a

したがって，求める直線の式は， ＝－ ＋ と表すことができる。y x b５
(2) この直線は（８，０）を通るから， ５点

－

y x b x y bⅠ
＝－ ＋ に ＝８， ＝０を代入すると，０＝－ ８＋×

これを解くと， ＝４b
よって，

＝－ ＋４y x ＝－ ＋４答 y x

(3) ３ ５点

（例）（過程）

点Ｃは 軸上の点であるから， 座標は０である。x y
＝３ －５に ＝０を代入すると，y x y

０＝３ －５x
＝x

よって，点Ｃの座標は（ ，０）である。

直線ＢＣは 軸上の点Ｂ（０，３）を通るから，切片は３である。y
(1) したがって，直線ＢＣの式は， ＝ ＋３と表すことができる。 ５点y a x

この直線は（ ，０）を通るから，

＝ ＋３に ＝ ， ＝０を代入すると，０＝ ＋３
５ y a x x y a－

これを解くと， ＝－
Ⅱ a

よって，
＝－ ＋３

y x＝－ ＋３
答 y x
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② ５点 １５
点
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